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2023 年 8 月 9 日 
 

小林製薬株式会社 2023 年 12 月期第 2 四半期 決算説明会 質疑応答要旨 
 
Q：DX に対する投資額とその効果をどのように見ているのか？DX を活用した製品発売はいつ頃

の予定か？ 
A：いまはまだ大きな方針を作った段階で、詳細な投資額はこれから精査していくところ。中期経

営計画には今後 3 年間で毎年 5 億円程度を織り込んでいるが、もう少し増える可能性はあ

る。 
  効果としては「戦略 1 あったらいいな開発の DX」「戦略 2 全社員で DX」にて製品開発の効

率化・改善を期待しているが、定量的な効果の数字化は現時点では難しい。 
「戦略 3 生産性の向上」については、業務効率の改善見込みを見ながら、投資の是非を判断

していく。 
  DX を活用した新製品は開発中であり、3 年後発売できるかどうかといったところ。 
 
Q：「あったらいいな開発の DX」の 2030 年の姿は、どのようになると考えているのか？ 
A：トレンドをソーシャルリスニングのツールを利用して把握することは他社でも取り組んでいる

ところはあるが、当社の強みである全社員が考えたアイデアというアセットを、トレンドと

結びつけていくプロセスをシステム化することで、他社と差別化したいと考えている。 
 
Q：今期の公表数字である営業利益 255 億の達成の見通しは？インバウンドが上振れした場合、

広告費はどうしていく予定か？ 
A：現状、既存品の国内売上が非常に苦戦しているため、広告費を計画から少し減らしてでも営業

利益 255 億円は達成させたい。もしインバウンドが上振れた場合はその補填に当てて、広告

費は計画通りしっかりと使っていきたい。 
 
Q. 4‐6 月のインバウンド売上推移を教えてほしい 
A：4月：5.8億円、5月：5.2億円、6月：6.2億円。 
 
Q：DX への取り組みに社内外での人材はどの程度集まっているのか？また、その人材をどう支援

していくのか？ 
A：社内では DX に対して意欲的な社員が多く、RPA やプログラミングの情報交換を行うなど、

システム関連以外の社員合わせて 300 名ほどが自発的に活動をしている。また、今年 6 月か

ら積極的に DX 人材の採用活動を始めており、現時点で 2 名ほどの入社となっている。関西

では関東に比べて人材が少ないこともあるので、関東関西問わず、採用を検討している。 
  報酬形態は今後人事や経営陣を協議し、具体的に検討していく。 
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Q：製品消費者の情報を分析するためのインフラ構築に対してどう考えているか？ 
A：当社ならではの、ブランド製品の価値を感じていただけるデジタルサービスを検討しており、

そこで発生するデータを積み重ねていきたい。 
具体的な取り組みは今後協議していくといった段階である。 

 
Q. DX が進むにあたり、経営陣自身デジタルツールを活用しながら物事を判断していくように

なっていくのか？ 
A. すでに、経営会議ではデジタルツールを当たり前のように活用しており、今後使用する頻度

も増えていくだろうと考える。 
 
 

以上 

【注意事項】 
本資料に記載されている内容は、説明会での質疑応答内容をそのまま書き起こしたも

のではなく、当社の見解により加筆・修正等を加えて要約したものであり、その情報

の正確性・完全性を保証するものではなく、今後予告なく変更されることがございま

す。なお、業績見通しや将来予測に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する

趣旨のものではございません。また、実際の業績等は様々な不確定要因により大きく

異なることがある旨、ご了承ください。 


